
施策の検討に向けた意見について

課題に感じていること 解決策、要望等

・市内企業の魅力が市民に伝わっていない。

・企業同士が繋がる機会が少なく、新しい仕事に繋がりにく

い。

・八潮市の企業を紹介するＳＮＳや動画を発信。

・異業種交流会を定期的に開催してほしい。

・ここ１０年以上感じることは、若い人が少ないことです。全

てデスクワーク機械とはいかず、人の手が必要です。アジア系

の若い方と年配の方が（土木業等）で働いています。これは、

工業分野にも通じ、日本人の労働力だけでは産業が成り立たな

い時期にきていると感じます。今まで培った伝統、技術を残し

ていけたら良いと思う。

・３Kと言われた仕事に自信を持てるよう、労働条件・待遇等を

少しずつ改善していけたらと思う。
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線導入促進事業の継続実施。

これは、八潮市立地適正化計画に副ぐわない、と感じます。

・この文言の削除を検討していただきたい。

・工業の現状を見る課題は多いが、それに対する期待する支援

としては、ほぼすべてと言っていいくらい、補助金の充実が挙

げられている。賃上げ、燃料や原材料費の高止まりで、課題を

解決するための資金に余裕がない。

・補助率は３分の２程度でいいのだが、中小企業診断士などの

プロに頼まなくても簡単に自分たちで申請できて、できれば報

告書などの難しいものを要求されない補助金があったらぜひ利

用したい。また、利益が出たら収益納付などのない、返済不要

な助成金タイプのものがあればよいと思う。

・市内に建設残土置き場などが多く有り八潮のイメージを悪く

していると思います。

・例えば屋根付きにするとか、防音対策など近隣に配慮するよ

う働きかける。

・商店の減少

・高齢者の買い物難民化

・昼間人口の減少

・市内消費の減少

・個人商店の新規開業支援

・商業集積地の整備

・教育機関の誘致

・農業資材の高騰・品薄により、野菜等の価格は今までと同等

の価格で生活に影響が出ている。

・利益が出ないと生産者も高齢者等農業を辞める方も増え、若

年層農業離れも多く、魅力ある農業にしてほしい。

・若手農業者の担い手不足。 ・町会などの協力を得て、若手農業者の活躍をPRしてほしい。

・農業の分野において、生産者の高齢化等により今後、生産

量、販売量の減少が想定される。

・農業だけでなく、市内の工業、商業の人材不足に対応できる

仕組みを考えられたらと思う。

・八潮市に関連する品物が手軽に購入できる場所が駅前に常設

であったら良いと思う。

・農業の分野では、農業従事者の高齢化と後継者不足が深刻で

す。

・商業も同様です。

・農業経営者は、法人化して多角経営をしている人もいる。

資料②


